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北海道蘭越高等学校

問い合わせ先：電話番号

０１３６－５７－５０３４

Ⅰ 学校の概要

１ 児童生徒数，学級数，教職員数

（平成２５年２月現在）

学 年 １年 ２年 ３年 計

学級数 １ １ １ ３

生徒数 １９ ２０ ２０ ５９

校長１、教頭１、教諭９（国語１、地歴公民１、

数学１、理科１、保健体育１、英語２、家庭１、

商業１）、養護教諭１、実習助手１、事務長１、

事務主任１、事務生１、公務補１

計１７名

２ 地域の概況

本校が所在する蘭越町は、周辺が羊蹄山やニセコ

連峰などに囲まれており、町を流れる尻別川は、国

土交通省の水質調査で平成１１～１４、１６～１９、

２１～２３年度に清流日本一に選ばれ、地域の豊か

な自然環境の象徴になっている。また、学校の環境

学習に関して、関係機関や地域住民等から協力が得

やすい状況にある。

３ 環境教育の全体計画等

(1) 教科「理科」、理科同好会活動における取組

「尻別川の水質の継続的観測」

① 豊国橋付近（以下定点）の定期的水質調査（水

温、ｐＨ、溶存酸素、アルカリ度、電気伝導度、

透視度など）

② 雪の溶存イオン濃度およびｐＨ値の、水質と

の関係についての分析

③ 季節における水質の変化や、降水量や降雪量

などと水質との関係についての分析

(2) 「総合的な学習の時間」における展開

１～３学年「テーマ：環境」

① 学校周辺の自然環境や地域との係わりなどに

ついての学習

② テーマに沿った調べ学習の実施

③ ポスターセッション形式による発表会の実施

④ 外部講師による環境講演会の実施

(3) 特別活動における展開

① クリーン作戦を実施し、国道や通学路、駅等

の清掃活動を行う。

Ⅱ 研究主題

「尻別川を中心とした環境教育の推進」

Ⅲ 研究の概要

１ 研究のねらい

(1) 尻別川の豊かな自然を活用した調査研究を行い、

環境問題を考察することを通して、環境を守るこ

とや持続可能な社会を創造する態度を育てる。

(2) 本校の「総合的な学習の時間」の共通テーマを

「環境」とし、各教科等で身に付けた知識や技能

の活用を図る学習活動や探究的な活動を行い、環

境問題について総合的に考え、問題解決のために

積極的に行動する態度を育成する。

２ 校内の研究推進体制

(1) 研究推進体制

① 理科担当教員

尻別川水質調査の計画を立案、観測項目や観

測方法の検討、水質調査や各発表会における生

徒を指導する。

② 各学年団

「総合的な学習の時間」における環境学習を

計画し、実践する。

③ 連携研究機関

小樽開発建設部、ＮＰＯ法人しりべつリバー

ネット、北海道立教育研究所附属理科教育セン

ター

(2) 観測体制

① 教科「理科」による観測

学校設定科目「地域と自然」（２年次選択、

２単位）において、毎月１回、尻別川の水質調

査を行い、観測したデータのグローブサーバー

への送信を行う。また、定期調査の他に周辺の

水環境、わき水周辺の環境に係る調査を行う。

② 理科同好会による観測

理科同好会による尻別川支流の水質調査を行

い、本流の水質と積雪や融雪との関連性につい

て調査研究活動を行う。

③ 水質調査の項目

水質調査の項目は気温、水温、ｐＨ、溶存酸

素量、電気伝導度、透視度、アルカリ度、硝酸

イオン含有量、亜硝酸イオン含有量、アンモニ

ウムイオン含有量、リン酸イオン含有量、ＣＯ

Ｄの１２項目である。

（別紙様式２）
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（別紙様式２）

(3) 観測機器などの設置状況

以下の用具を常備している。

水銀温度計、最高最低温度計、プローブ式温度

計、ｐＨメーター、電気伝導度計、溶存酸素測定

キット、アルカリ度測定キット、手製の透視度管、

パックテスト（硝酸イオン含有量、亜硝酸イオン

含有量、アンモニウムイオン含有量、リン酸イオ

ン含有量、ＣＯＤ）、ライフジャケット、救命浮

き輪、採水器、バケツなど。試薬など消耗品につ

いては随時補充する。

なお、観測場所は図１の豊国橋付近に設定する。

豊国橋付近

蘭越高校

図１ 蘭越高校と調査ポイント

３ 研究内容

(1) グローブの教育課程への位置付け

① 毎月行う定点での水質調査は、学校設定科目

「地域と自然」（２年次選択科目、２単位）の

時間に位置付ける。

② 積雪や融雪の影響およびその他の調査につい

ては理科同好会の活動に位置付ける。

(2) グローブを活用した教育実践

① 地域と自然での調査研究

ア 調査方法と結果・考察

毎月の定点観測は、学校設定科目「地域と

自然」（２年次選択科目）の中で、観測ポイ

ントである豊国橋まで徒歩で向かい実施し

た。天候やその他の学校行事等により、当初

計画していた観測日程で実施できない場合も

あったが、毎月の観察は日程を変更するなど

して実施できるようにした。

調査項目は、水温、溶存酸素、ｐＨ、アル

カリ度、電気伝導度、透視度の６つとし、各

班で全ての項目について測定することとした。

各測定は、４班（１班３～４人）に分かれ

各班で全ての項目を測定した。測定値の誤差

を出来るだけ小さくするため、採水ポイント

は土壌や周辺に繁茂する植物からの影響を抑

えるため、流心に設定した。流心からの採水

は、バケツにロープをつけて橋の上から投げ

込み、引き上げるという手法をとった。

図２ 尻別川定期水質調査の様子

水温はプローブ式温度計で測定した。ｐＨ

値の測定にはｐＨメーターを使用した。ただ

し、ガラス電極による測定器具であるため、

電極の保持や校正に手間がかかった。測定日

は早めに蒸留水に浸しておき、スムーズに電

極が反応するように心がけた。同時に校正も

行い、より正確な測定に努めた。

電気伝導度の測定は、デジタルの電気伝導

度計を使用した。計器が１つしかないため、

各班で共用した。

透視度の測定は、透明アクリルパイプで自

作した透視度管を使用して行った。観察の結

果、尻別川の透視度の高さが確認できた。

溶存酸素とアルカリ度の観測は、グローブ

推奨のＨＡＣＨ社製テストキットを使用して

行った。観察の結果、尻別川の溶存酸素につ

いては、毎回比較的高い値が示された。

授業の中で、生徒に測定結果に基づいて考

察させることにより、自然現象と調査項目と

の関連性等について深く理解させることがで

きた。以下は授業において、生徒によってま

とめられた考察である。

(ｱ) 各測定値間の相関を考察すると、水温と溶

存酸素濃度は反比例しているのが確認でき

た。このことは、人為的または突発的な溶存

酸素の増減がほとんど見られなかったことか

ら、単純な気体の溶解度の温度特性がこのよ

うな結果を観測できたためと考えられる。こ

のような水温と溶存酸素濃度の関係が観測で

きることは、尻別川の水質が良い証明である

と考えられる。

(ｲ) ４～６月のｐＨ値が急激に下がった。なぜ

ならば、春先の尻別川は大量の融雪水が流れ

込み、酸性化するのが一般的であるからであ

る。一方で、降雪期におけるアルカリ度の上昇

は顕著に表れている。通常、雨水は二酸化炭
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（別紙様式２）

素吸収のため、「酸性雨」でなくとも酸性を

帯びている。だが降雪期になると降雪はすぐ

に河川へ流れず、積雪となって春先まで保存

される。降雪期には河川へ混じる酸性成分が

夏場に比べて圧倒的に減少するのである。そ

のため、その酸性成分を中和するべきアルカ

リ成分が消費されない。ゆえに雪が積もり始

めるのと並行して、アルカリ度は上昇すると

考えている。なお、１１月は天候や授業の都

合上測定が出来なかった。

(ｳ) 電気伝導度は水中のイオン濃度を間接的に

測定しており、アルカリ度とほぼ同じ変動を

していることが図５のグラフからわかる。

初夏までの変動のズレは、融雪時に積雪内

の酸性物質が一気に河川に出て行く現象（ア

シッドショック）等による酸性イオンの影響

ではないかと考えている。

図３ 地域と自然での調査結果①

図４ 地域と自然での調査結果②

図５ 地域と自然での調査結果③
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イ 蘭越町内の小学校との水質調査交流授業

平成２０年度からの継続した取組として、

高校生が講師となって、小学生を対象に水質

調査の方法を指導するという交流授業を行っ

ている。蘭越町内には４つの小学校があるが、

今年度は蘭越小学校４年生（８月２７日、生

徒３１名参加）および三和小学校（９月２４

日、全校生徒１４名参加）と交流授業を行っ

た。場所は、蘭越町内ランラン公園近傍の尻

別川河川敷で行った。

水質調査の項目は小学生には若干難しい内

容ということもあり、水生生物の採集とパッ

クテストでの水質調査を指導した。水生生物

の採集では、ヘビトンボの幼虫やトビケラの

幼虫など、きれいな水質の指標生物が採集で

き、尻別川の良い水質を小学生に理解させる

ことができた。

また、水中の目に見えない成分の測定をと

おして、小学生の川に対する興味や関心を高

めることができた。

さらに、小学生、高校生ともに年齢の離れ

た異校種の児童・生徒間でのコミュニケーシ

ョンを図ることにより、高校生は、小学生に

「教える」ことや「見守る」行為を主体的に

行うことで、責任感を育成することができた。

小学生との交流授業において、水生生物の

採集をメインに考えると、水生昆虫の羽化前

の初夏が望ましいが、高校生が「地域と自然」

の授業で水質について学び始め、小学生にも

指導できるレベルに達する時期となると、７

月以降でなければ困難である。今後は夏休み

前後の７月下旬か８月下旬辺りに行うのが望

ましいと考える。

図６ 蘭越小学校との交流授業の様子
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図７ 三和小学校との交流授業の様子

図８ 蘭越小学校との交流授業の様子

ウ 課題研究

各班ごとの課題研究を実施した。各班ごと

に研究テーマと仮設を設定し、実験を行った。

各班のテーマは次の通りである。

(ｱ) 生活排水の水質について

醤油と牛乳の水溶液について、薄めるこ

とによる水溶液の性質変化の調査

(ｲ) カップラーメンの塩分濃度について

カップヌードル、カップそば、カップう

どんの塩分濃度の調査

(ｳ) 水の溶存酸素量について

水道水と硬水における溶存酸素の温度依

存性の調査

(ｴ) 硬水と軟水について

市販の硬水と軟水についての水質の調査

昨年同様、小学生との交流授業が一段落

した後、１０月からの取組となった。

まず、実験内容やそれに係る仮説を設定

させ、それらを検証するためにどのような

準備や測定などを行えばよいかを考えさせ

て、課題研究に取り組んだ。

研究成果は後述する環境学習成果発表会

において発表させた。発表会の事前にリハ

ーサルを行い生徒の意識を高めた。

② 理科同好会による研究調査

今年度の理科同好会は４名での活動となった。

研究テーマは昨年から引き続き、北海道内有

数の豪雪地帯ならではの環境を生かしたテーマ

「雪の溶存イオン濃度と尻別川の水質の関係」

とした。蘭越高校による数年間の尻別川水質調

査の結果によると、融雪時に尻別川の酸性度が

一時的に上がる傾向が見受けられた。これは、

融雪時に積雪内の酸性物質が一気に河川に出て

行くアシッドショックの影響と考えられる。

昨年はこの現象の原因である雪の影響を調べる

目的で、本校グラウンドにて積雪ボーリングを

行い積雪を融解した水の性質を調べた。今年度

は融雪に関わるアシッドショックを定性的に理

解することを目的とし、関連する室内実験を無

雪期に行うと同時に、真夏の７月中旬まで尻別

川のｐＨ値とアルカリ度を週に一度測定した。

ア 平成２３年度の測定

昨年度は冬期に学校グラウンド上の雪を、

長さ40cmの塩ビ管を用いて積雪状態のまま抜

き出し、上下二層で融解させ種々のイオン濃

度を調べた。融雪のタイミングと種々のイオ

ン濃度の関係を比較するため上下二層の雪に

ついて、雪を全て融かした液体、雪を半分程

度融かして得た液体とその残りの固体の計３

種類のサンプルを測定した。測定項目は、

ｐＨ、硝酸イオン、硫酸イオン、塩化物イオ

ンを測定した。各項目それぞれに関し、ｐＨ

は pHTester10、各種イオンはデジタルパック

テストマルチ(DPM-MT-SE)（試薬：硝酸イ

オン(WAK-NO3)、硫酸イオン(DPR-SO4)、
塩化物イオン(LR-Cl)）を利用して測定した。

図９ しまった雪とザラメ雪の２層構造

ｐＨ値は酸性を帯びているかどうかの直接

的な指標になり、硝酸イオン、硫酸イオンは、

酸性雪の原因物質の特定に必要となる。

測定結果から、雪のｐＨ値は全体的に低く

かなり酸性であることがわかった。深雪の層

については、硝酸イオン、塩化物イオンのイ

（別紙様式２）
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（別紙様式２）

オン濃度が高い傾向が認められた。硫酸イオ

ンは測定最低値の10mg/Lを下回るような結果

であった。

雪解け水は深層の雪がある程度融けたもの

が多く含まれる傾向にある。これは表層の融雪

水が深層に流れ込むことが原因と考えられて

いる。また、硝酸イオンは排気ガス等の人工物

からのもの、塩化物イオンは日本海上で形成

された雲からの降雪によるものと考えられる。

測定結果から、硫酸イオンは、低い濃度で

かつ測定値に差が認められなかったことか

ら、影響はほとんど認められない結果となっ

た。浅層の雪が融け、深層の雪中でイオン濃

縮が起こり、春先に深層雪が一気に融けて川

のｐＨが上昇すると考えられる。

図１０ 融雪調査－pH・硝酸イオン

図１１ 融雪調査－硫酸イオン･塩化物イオン

イ 平成２４年度の実験と測定

積雪融解時におけるイオン濃度の勾配を理

解するために、以下の電解質水溶液を凍らせ

て融解し、そのｐＨ変化を調べた。酸性雨酸

度の目安であるpH=5.6よりも低い硫酸水溶

液、硝酸水溶液、硫酸銅水溶液を凍らせた後、

周辺部をドライヤーで暖め、ある程度融けた

液体と残りの固体を測定した。また、ポカリ

スエット水溶液を凍らせ、かき氷状にしてメ

スシリンダーにとり、上の方をドライヤーで

融かして下に溜まった水溶液と、残りのかき

氷のｐＨ値も測定してみた。

結果は、各水溶液とも、ある程度融かした

液体はｐＨ値が高くなり、残りの固体のｐＨ
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値が低かった。これは溶液が凍るときに容器

の周辺から凍るため水が先に凍り、中心部に

溶質が濃縮し凝固点降下がおこり徐々に凝固

が進行するため、外側が薄く内側が濃くなる

と考えられる。

ポカリスエット水溶液では、上部を融かし

て下部に溜まった水溶液のｐＨが低かった。

これは、雪の場合と同様に、融けた溶液が下

のかき氷に混ざることで、同体積中の溶質量

が増えるという単純な見方で理解できる。

また、週に一度豊国橋から採取した尻別川

の水のｐＨおよびアルカリ度を測定した。

測定結果図１３のグラフにあるように、４

月２７日までｐＨは下降傾向にある。気象庁

測定による蘭越町の残雪量は４月２７日前後

にゼロであったことから、融雪による酸性度

の増加を指示する結果であると考えられる。

図１２ 凍った電解質水溶液をドライヤーで融かす

図１３ 豊国橋におけるpH値とアルカリ度('12.3-5)

図１４ 蘭越町の最大積雪量('12.3-5)
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ｐＨ値に比べ緩やかに減少しているアルカリ

度は、アシッドショックを徐々に緩和してい

ることを指し示すと考えられる。

(3) その他の環境教育に関する取組

① 総合的な学習の時間

ア 1 学年「自然環境」

各学年のテーマを「環境」で統一して取り

組んでいる。とりわけ、１学年では「自然環

境」として尻別川をテーマに掲げ、調査活動

や体験活動を通して課題解決に取り組んだ。

４つの班でそれぞれテーマを設定し調べ学

習をすすめた。テーマは「尻別川の水質と生

物」、「快適な水辺にするには」、「尻別川にす

む生物や水の温度・濃度」、「快適な水辺と尻

別川の歴史」である。

本学習は、小樽開発建設部倶知安開発事務

所と連携を図って実施しており、８月２８日

に、事務所の職員の指導の下、尻別川河川敷

にてパックテストや指標生物による水質調査

についての説明を受け、尻別川を取り巻く環

境の状況について学習した。身近にあって普

段存在を意識していない尻別川について、改

めて見つめ直し、理解を深める良い機会とな

った。

生徒は尻別川に棲む魚や水生昆虫、蘭越に

棲む動植物や治水工事の歴史など、住み慣れ

た蘭越の自然についてさらに理解を深め、不

慣れながらも調べた情報を論理的にまとめて

いった。プレゼンテーションソフトでまとめ

環境学習成果発表会にて発表した。

生徒は自分たちの住む自然環境の学習をと

おして、考えを相手にわかりやすくまとめる

ことのノウハウについても学習でき、実りあ

る学習になったと言える。

イ 全学年「環境講演会」

講演題：「蘭越町で野生動物と共存してい

くために、ヒグマとのつき合い方、

シカ・キツネ・アライグマとのつ

き合い方」

講 師：ＮＰＯ「農的くらしのレッスン」

下島 亘 氏

平成２２年に一度環境講演をしていただ

いた蘭越町在住の下島氏を招いて講演会を

実施した。今回は、特に蘭越町の生き物に

ついて詳しく説明を受けた。

下島氏は蘭越町内にある酸性度の非常に

高かった山の麓で農家をされている方であ

る。氏自身の土地改良による環境改善によ

る畑作の向上や、蘭越町内に生息する動物

の実態等、町内の身近な自然環境を紹介し

ていただいた。外来種であるアライグマと

タヌキの見分け方の違いや、雪の量による

鹿の目撃情報数の場所による違いなど、興

味深い話の中で生徒との会話や質問を交え

ながらの楽しい講演となった。普段見過ご

しがちな身のまわりの生物を把握すること

で、蘭越町の自然を見直す絶好の機会とな

った。

図１５ 環境講演会の様子

ウ 環境学習成果発表会

総合的な学習の時間で行われた１年生によ

る尻別川の自然環境学習、２年生学校設定科

目「地域と自然」の選択者の課題研究及び理

科同好会の研究内容を発表した。

発表会では北海道立教育研究所附属理科教

育センターの近藤浩文氏から助言等をいただ

いた。また、環境学習に関係していただいた

方や町民にも参加していただき、今年度の学

習成果を周知する良い機会となった。

１年生は自分たちで調べた内容をプレゼン

テーションソフトを使ってまとめることで、

テーマ決定の過程や発表方法等についてのノ

ウハウを身に付けるよい機会となった。

２年生の学校設定科目「地域と自然」で行

った各班の課題研究は、前述のとおり水質に

関わる種々のテーマについて取り組んだが、

すべて実験室内で実施できるものとなった。

様々な実験・調査方法等を工夫し、実施する

中で、少しずつ課題の解明に近づいていき、

納得のいく研究となった。

理科同好会は「グローブ日本生徒の集い」

において発表した内容を改めて発表した。一

度発表を経験していることもあり、スムーズ

に発表することができ、全校生徒は真剣に発

表を聴いていた。

全体を通じ生徒、参観者、講評者から様々

な質問や意見が出され盛況となった。発表する

ことで学習過程のしっかりしたまとめや、環境

学習に対する意欲が高まったと考えられる。

（別紙様式２）
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図１６ 環境学習成果発表会の様子

② 特別活動

ア クリーン作戦（６月１５日）

実施場所

１学年 尻別川河川敷（ゴミ拾い）

２学年 国道５号線沿い（ゴミ拾い）

３学年 ＪＲ蘭越駅周辺（ゴミ拾い、清掃）

毎年恒例となっている蘭越高校クリーン作

戦は、尻別川河川敷や国道５号線路肩のゴミ

拾い、日常使用しているＪＲ蘭越駅周辺のゴ

ミ拾い及び清掃を行う取組である。

各学年ごとに場所を決め、３年間で全ての

場所のゴミ拾いや清掃ができるようにローテ

ーションしている。

図１７ クリーン作戦の様子

［１学年］

河川敷のゴミ拾いを通じ、きれいな川を維

持するには水そのものも大事だが、川の周囲

も含めた河川環境をきれいにしていかなけれ

ばならないことを理解することができた。

［２学年］

路肩のゴミ拾いを通じ、自分たちが住んで

いる地域の道路の汚れを把握し、景観を損な

う人間の行為が、地域に大きな影響を与えて

いることを理解することができた。

［３学年］

日ごろ利用している駅舎に感謝するととも

に、駅舎利用のマナーについて、改善する

ことができた。

なお、毎年、この作戦の実施に当たり、蘭

越町からゴミ袋の提供を受けている。

Ⅳ 研究の成果と課題

１ 研究の成果

(1) 学校設定科目

学校設定科目「地域と自然」の授業では、ほぼ

毎月生徒達の手で測定活動を実施し、グローブサ

ーバーへデータ送信したことから、自分たちが大

きなプロジェクトの一翼を担っているという自覚

が生まれ、データに対し責任を持って測定するこ

とができた。

(2) 理科同好会による水質などの環境調査

昨年度の学校グラウンド上における積雪ボーリ

ング調査の結果を受けて、今年度は、融雪期に集

中的に実施を計画した尻別川水質調査および、夏

期室内実験を行うことができた。水質調査におい

ては、残雪量とｐＨ値の間に関連性が認められ、

アルカリ度の変動の傾向も把握することができ

た。また、電解質水溶液の固体相の状態について

も、理解を図ることができた。

(3) 総合的な学習の時間

１学年の総合的な学習の時間や、２学年の「地

域と自然」における発表会の取組で、生徒達は情

報を論理的にまとめることや、聞き手にとってわ

かりやすくまとめることなど、高いプレゼンテー

ション能力を身に付けることができた。また、環

境学習成果発表会における活発な質疑応答や講評

者のアドバイス等を通して、今後、意欲的に環境

学習に取り組めると期待する。

(4) 特別活動

クリーン作戦などの特別活動を通して、自らが

環境問題に取り組んでいるという実感を得ること

ができた。特に、水質調査に携わっていない生徒

にとっては貴重な体験であった。高校が環境問題

に取り組んでいることの周囲へのアピールとな

り、地域住民の環境意識を高める一助となった。

２ 今後の課題

(1) 水質調査について

ア 今年度から担当教諭が代わったこともあり、

水質変動の根拠を科学的に考察する時間をあま

りとれなかった。測定と考察の展開について計

画的に進めたい。

（別紙様式２）
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（別紙様式２）

イ 小学校との交流授業は、効果的に実施するた

めには、７月中に実施することが望ましいと考

える。学校祭や、インターンシップ等との日程

を調整しながら、複数の小学校と連携して実施

したい。

ウ 理科同好会の活動については、季節や天候に

応じて興味深いデータが集中する時期を検討

し、計画的に測定計画を実施する必要がある。

エ 教員が不足していたり、他の行事や出張業務

などの関わりもあって、毎月の定点測定の実施

を圧迫してきている。綿密にスケジュールを調

整して行きたい。

(2) 総合的な学習の時間について

通常の教科の授業や、進路行事など他の行事な

どとのバランスを考えていかなければならない。

また、プレゼンテーション作成など、時期によっ

て生徒の負担が大きくなってしまう場面もあっ

た。

単調な調べ学習になりがちだったことから、今

後は生徒自身が体験する場面を増やす必要があ

る。

Ⅴ 今後の展望

１ 尻別川の水質の継続的観測

(1) 学校設定科目「地域と自然」において、尻別川

の定期的定点水質調査（水温、ｐＨ、溶存酸素、

アルカリ度、電気伝導度、透明度など）を毎月実

施し、グローブサーバーへデータを送信する。（毎

月）

(2) 理科同好会による、雪の溶存イオン濃度と尻別

川の水質の関係の調査を進める。また、降雪状況

や雪の結晶と積雪ボーリングによるｐＨ値との相

関を調査する。夏期は、データのまとめや発表の

ための準備、Ｗｅｂを利用した情報発信などに取

り組む。

(3) 学校設定科目「地域と自然」において、町内小

学校との水質調査交流授業を継続する。

(4) 学校設定科目「地域と自然」において、課題研

究に取り組み、環境学習発表会などの場を設けて

発表する。

２ 「総合的な学習の時間」における取組

(1) １学年「テーマ：自然環境」

尻別川を自然環境の題材として取り上げ、環境

と地域の関わりを学び、蘭越町についての理解を

深めるとともに、テーマに沿った調べ学習により、

探究心と問題解決の能力を育成する。また、ポス

ターセッションによる発表会により、論理的な考

え方やプレゼンテーション能力を育成する。

(2) 環境に関わる様々な話題を提供する環境講演会

を開催し、身近な自然環境への興味・関心を喚起

する。

(3) 環境学習成果発表会を実施し、生徒の学習意欲

やプレゼンテーション能力を高めるとともに、本

事業の取組について地域住民に情報発信を行う。

３ 特別活動における展開

クリーン作戦を実施し、国道や通学路、駅等の清

掃活動を実施する。


